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３
　
貸
付
期
間

　
　
令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
14
年
８
月
31
日
ま
で

４
　
理

由

　
　
鳥
取
砂
丘
の
貴
重
な
自
然
・
景
観
を
保
全
し
、
そ
れ
を
活
用
し
た
鳥
取

砂
丘
全
体
の
観
光
振
興
、活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
鳥
取
砂
丘
の
観
光
振
興
、

活
性
化
及
び
保
全
に
お
け
る
鳥
取
県
と
鳥
取
市
と
の
連
携
協
約
」
に
よ
り
、

鳥
取
砂
丘
西
側
エ
リ
ア
に
県
及
び
鳥
取
市
が
所
有
す
る
３
施
設
（
鳥
取
砂
丘

こ
ど
も
の
国
キ
ャ
ン
プ
場
、鳥
取
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
砂
丘
の
家
、

柳
茶
屋
キ
ャ
ン
プ
場
）
を
一
体
的
に
活
用
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
事
業
を
行

う
た
め
、
同
事
業
を
行
う
株
式
会
社
鳥
取
砂
丘
ム
ー
ン
パ
ー
ク
に
対
し
て
、

土
地
及
び
施
設
を
無
償
で
貸
し
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
貸
付
期
間

　
　
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
15
年
７
月
31
日
ま
で

４
　
理

由

　
　
鳥
取
砂
丘
の
貴
重
な
自
然
・
景
観
を
保
全
し
、
そ
れ
を
活
用
し
た
鳥
取

砂
丘
全
体
の
観
光
振
興
、活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
鳥
取
砂
丘
の
観
光
振
興
、

活
性
化
及
び
保
全
に
お
け
る
鳥
取
県
と
鳥
取
市
と
の
連
携
協
約
」
に
よ
り
、

鳥
取
砂
丘
西
側
エ
リ
ア
に
県
及
び
鳥
取
市
が
所
有
す
る
３
施
設
（
鳥
取
砂
丘

こ
ど
も
の
国
キ
ャ
ン
プ
場
、
旧
鳥
取
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
砂
丘
の

家
、
旧
柳
茶
屋
キ
ャ
ン
プ
場
）
を
一
体
的
に
活
用
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
事

業
を
行
う
た
め
、
同
事
業
を
行
う
株
式
会
社
ヤ
マ
タ
鳥
取
砂
丘
ス
テ
イ
シ
ョ

ン
に
対
し
て
、
土
地
及
び
施
設
を
無
償
で
貸
し
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

議案第２０号

財産を無償で譲渡すること（（元）西部やまと園）に

ついて

　次のとおり財産を無償で譲渡することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求める。

　　令和５年６月９日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県知事　　平　　井　　伸　　治

１　財産の内容

２　相 手 方

　　南　部　町

３　理　　　由

　　（元）西部やまと園の周辺の土地、通路及び水路等は、地域住民が利用するものであり、

南部町が地域の実情に応じた管理を行うため、同町に無償で譲渡しようとするものであ

る。

種　　類 所　　　在　　　地 数　　　　　量

土　　地
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